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平成29年いまこそ、新しい選択。
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４
月
４
日
、
英
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
タ
イ
ム
ズ

紙
の
取
材
で
、「
中
国
が
北
朝

鮮
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
な

い
な
ら
、
我
々
が
解
決
す
る
」

と
述
べ
、
単
独
行
動
を
辞
さ
な

い
強
硬
姿
勢
を
示
し
た
。
そ
の

後
も
、
４
月
６
日
米
中
首
脳
会

談
の
最
中
に
シ
リ
ア
空
軍
基
地

へ
空
爆
、
13
日
に
は
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
勢
力
に
Ｍ

Ｏ
Ａ
Ｂ（
大
規
模
爆
風
爆
弾
）を

投
下
し
、
習
近

平
国
家
主
席
は

米
国
の〝
本
気

度
〟
を
見
せ
つ

け
ら
れ
る
格
好

と
な
っ
た
。
毛

沢
東
以
来
、
中

国
は
北
朝
鮮
を
自
由
主
義
圏
と

の「
緩
衝
地
帯
」と
見
て
い
る
た

め
、
親
米
政
権
が
国
境
に
接
す

る
事
態
は
何
と
し
て
も
避
け

た
い
。
中
国
は
窮
余
の
策
と
し

て
米
国
と
足
並
み
を
揃
え
る
方

向
に
向
か
っ
た
。

現
在
、
北
朝
鮮
は
貿
易
の

80
％
以
上
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

の
１
０
０
％
を
中
国
に
依
存
。

米
国
が
中
国
に
対
北
経
済
制
裁

を
促
す
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

政治の原点は、「国民の幸福の実現」です。
国民の声にきちんと耳を傾け、すべての人が「この国に生まれてよかった」と、
心の底から喜べる時代をつくります。

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
が〝
新
た
な
段
階
〟
の
脅
威
と
な
る 

な
か
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
「
力
に
よ
る
平
和
」
戦
略
の
も

と
、
中
国
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
外
交
・
軍
事
両
面
で
対
北
圧

力
を
強
化
し
て
い
る
。

幸福実現党は立党８周年を迎えます。

米
国
と
中
国
に
よ
る
対

北
圧
力
が
不
調
に
終

わ
り
、
北
朝
鮮
が
６
回
目
の

核
実
験
や
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
大
陸
間

弾
道
ミ
サ
イ
ル
）
の
発
射
実
験

に
踏
み
切
っ
た
場
合
、
何
ら
か

の
軍
事
行
動
が
予
想
さ
れ
る
。

米
国
の
軍
事
作
戦
は
成
功
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
朝
鮮
戦
争
を

経
験
し
、
韓
国
軍
国
防
省
合

同
参
謀
本
部
に
在

籍
し
て
い
た
元
空

軍
大
佐
に
聞
い
た
。

「
米
国
と
北
朝
鮮

の
戦
力
は
全
く

違
う
。
例
え
ば
、

北
朝
鮮
全
土
を
一

斉
攻
撃
す
る
場
合
、
ま
ず
電

子
機
器
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
仕
掛
け
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
あ
ら
ゆ
る
指
揮
命
令
系

統
を
麻
痺
さ
せ
、
反
撃
能
力

を
極
小
化
す
る
。
そ
の
上
で
、

核
実
験
場
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
、

飛
行
場
、
港
湾
施
設
、
弾
薬
・

燃
料
貯
蔵
庫
な
ど
の
攻
撃
目

標
７
５
０
ヵ
所
を
一
斉
攻
撃
。

北
に
よ
る
反
撃
は
限
定
的
に
な

る
」
と
米
国
の
軍
事
的
優
位
性

を
指
摘
し
た
。
北
朝
鮮
の
出
方

次
第
で
米
軍
の
攻
撃
方
法
は
変

わ
る
だ
ろ
う
が
、
金
正
恩
の
命

運
は
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
、

オ
バ
マ
時
代
の「
戦
略
的
忍

耐
」
政
策
の
終
焉
を
い
ち
早
く

表
明
し
た
。
そ
し
て
今
、
レ
ー

ガ
ン
元
大
統
領
が
冷
戦
時
代

に
旧
ソ
連
邦
を
崩
壊
さ
せ
た

「
力
に
よ
る
平
和
」戦
略
を
受
け

継
ぎ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
自
由
を
守
る
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

幸
福
実
現
党
は
２
０
０

９
年
の
立
党
以
来
、

「
日
米
同
盟
」
を
強
化
し
つ
つ
、

「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
主
権
国
家
の
原
則
に

立
っ
て
、
自
主
防
衛
体
制
の

構
築
に
取
り
組
む
べ
き
と
の
国

防
政
策
を
採
っ
て
き
た
が
、
今

後
益
々
重
要
に
な
る
。

①
日
米
韓
の

　
連
携
強
化

５
月
９
日
韓
国
大
統
領
選

を
控
え
、
北
朝
鮮
へ
の
警
戒

態
勢
が
続
く
な
か
、
日
本
は
ま

ず
米
韓
と
の
連
携
強
化
は
も
ち

ろ
ん
、
中
国
を
も
巻
き
込
み
、

実
効
性
の
あ
る
対
北
制
裁
措

置
を
促
す
必
要
が
あ
る
。
23
日

か
ら
始
ま
っ
た
海
上
自
衛
隊
の

護
衛
艦
２
隻
と
米
原
子
力
空

母
「
カ
ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
」
の
共

同
訓
練
や
、
25
日
に
日
米
韓

が
決
め
た
中
国
に「
石
油
禁
輸

措
置
」
を
促
す
動
き
は
、
自
由

主
義
の
理
念
を
共
有
す
る
日
米

韓
の
結
束
を
内
外
に
示
し
、

対
北
抑
止
力
を
強
め
る
も
の
だ
。

②
テ
ロ
か
ら
国
民
を

　
守
る
法
整
備
を
！

し
か
し
、
２
０
１
５
年
「
安

保
法
制
」
が
成
立
し
た
も
の
の
、

国
民
を
守
る
法
整
備
は
十
分

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
北
朝
鮮

の
武
装
工
作
員
が
テ
ロ
対
象

と
し
て
狙
い
や
す
い「
原
発
」等

の
重
要
施
設
が
日
本
に
は
数
多

く
存
在
す
る
。
テ
ロ
対
応
は

基
本
的
に
警
察
の
役
割
だ
が
、

化
学
兵
器
や
重
火
器
で
武
装

し
た
集
団
が
襲
来
し
た
場
合
な

ど
不
安
が
残
る
。「
治
安
出

動
」
の
命
令
が
下
れ
ば
自
衛
隊

が
出
動
で
き
る
が
、

人
員
や
装
備
面
等

で
問
題
も
あ
る
。

し
か
も
実
際
の
テ

ロ
現
場
で
は
敵
が

攻
撃
し
て
く
る
前

に
、
先
手
を
打
た
な
け
れ
ば
事

態
の
制
圧
は
難
し
い
。
懸
念

さ
れ
て
い
る
サ
リ
ン
な
ど
の
テ

ロ
行
為
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

原
発
関
連
警
戒
隊
の
人
員
や

装
備
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
事
態
に
は
原
発
等
を
警

備
で
き
る
よ
う
、
自
衛
隊
を
十

分
活
用
で
き
る
体
制
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
抜
本
的
な
国
防

強
化
の
た
め
に
は
、「
憲
法
９

条
改
正
」
が
必
要
だ
。
国
防
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、

責
任
あ
る
政
治
家
に
と
っ
て
は
、

憲
法
９
条
改
正
を
国
民
に
訴

え
る
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
幸
福
実
現
党
は
、
５

月
３
日
憲
法
記
念
日
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
憲
法
９
条
改
正

の
必
要
性
を
全
国
各
地
で
訴

え
て
い
る
。

中
国
は
す
で
に
北
朝
鮮
の
主
な

外
貨
獲
得
源
で
あ
る
石
炭
の
輸

入
禁
止
を
徹
底
し
て
い
る
。

中
国
共
産
党
系
の
環
球
時
報

は
24
日
、「
６
回
目
の
核
実
験

を
強
行
す
れ
ば
、
中
国
は
北
朝

鮮
へ
の
石
油
輸
出
制
限
な
ど
の

国
連
制
裁
決
議
案
を
支
持
す

る
」
と
主
張
。
北
朝
鮮
は
こ
れ

に
対
し
て「
破
局
的
な
結
果
も

覚
悟
す
べ
き
」
と
中
国
に
警
告

し
た
。
米
国
に
同
調
し
、
制
裁

強
化
を
滲
ま
す
中
国
の
姿
勢
に

不
満
を
募
ら
せ
て
い
る
。

一
方
で
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
は
中
国
へ
の
懐
柔
策
も
怠
ら

な
い
。
４
月
14
日
公
約
し
て
い

た
中
国
の
為
替
操
作
国
認
定
を

見
送
り
、
20
日
に
は「
北
朝
鮮

の
脅
し
に
対
処
す
れ
ば
、
中
国

は
米
国
と
の
貿
易
で
有
利
に
な

る
」
と
の
考
え
を
明
ら
か
に

し
た
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

硬
軟
織
り
交
ぜ
た
外
交
交
渉
を

展
開
し
、「
北
の
無
血
開
城（
非

核
化
）」を
迫
っ
て
い
る
。

今
こ
そ

憲
法
９
条
の
改
正
を

米
朝
の

圧
倒
的
戦
力
差

中
国
を
動
か
す

ト
ラ
ン
プ
外
交

北問題に
終止符か！？

トランプ米大統領
ＧＷゴールデンウィーク



全国の書店やAmazon 等のネット書店でお求めいただけます。
（幸福の科学の支部・精舎でもお求めいただけます。）

大川隆法  著
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危機の中の北朝鮮
金正恩の守護霊 霊言

定価 1,512円(税込) 幸福の科学出版 刊

暴
発
か
!?

崩
壊
か
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緊急発刊
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金正恩の驚くべき思惑が
明らかに。
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人口あたりの核シェルター普及率
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ＮＰＯ法人　日本核シェルター協会調べ

※全人口に対し、何％の人を収容できるシェルターが存在するかを基準に作成しています。

昨
年
６
月
の
長
野
県
駒
ヶ
根
市
議

会
・
一
般
質
問
で
幸
福
実
現
党
・
塩
澤

康
一
議
員
は
、
以
前
か
ら
北
朝
鮮
の
核

ミ
サ
イ
ル
が
現
実
味
を
帯
び
て
い
る
点

を
あ
げ
、「
核
シ
ェ
ル
タ
ー
の
必
要
性
」 

に
つ
い
て
訴
え
た
。

塩
澤
議
員
の
発
言
は
賛
否
両
論
を

持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
が
、
昨
今
の
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
危
機
を
受
け
て
、
自
民

党
の
安
全
保
障
調
査
会
で
は
、
核
シ
ェ

ル
タ
ー
設
置
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

塩
澤
議
員
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
今

年
、
台
湾
を
訪
問
し
た
際
、
現
地
の
デ

パ
ー
ト
の
地
下
が
核

シ
ェ
ル
タ
ー
に
な
っ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
に
万

一
の
場
合
に
備
え
、
国

民
を
守
れ
る
街
づ
く
り
を
し
て
い
る
国

は
多
い
」と
述
べ
た
。

実
際
、
北
朝
鮮
が
４
発
の
ミ
サ
イ
ル

を
同
時
発
射
し
日
本
海
に
着
弾
し
て
い

る
な
か
で
、「
政
治
家
は
国
民
の
命
を

守
ら
な
い
で
何
を
し
て
い
る
の
か
」
と

い
う
声
は
根
強
い
。
具
体
的
な
有
事
を

前
に
、
今
、
主
権
国
家
と
し
て
国
民
を

守
れ
る
政
治
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

北のミサイルに万全の措置を！
日
本
に
も
核
シ
ェ
ル
タ
ー
を
！

 
塩
澤
康
一
市
議
が
議
会
で
提
案

北朝鮮に脅威を感じる

備えあれば憂いなし！

産
経
新
聞
社
と
Ｆ
Ｎ
Ｎ
が
４
月

15
、
16
両
日
に
実
施
し
た
合
同
世

論
調
査
に
よ
る
と
、
北
朝
鮮
の
核
・

ミ
サ
イ
ル
開
発
に
脅
威
を「
感
じ

る
」と
答
え
た
人
は
９
１
・
３
％
に

達
し
、
敵
基
地
へ
の
攻
撃
の
容
認

は
75
％
を
超
え
た
。

し
か
し
、
い
ざ
有
事
と
な
っ
た

際
、
国
民
の
保
護
や
、
約
４
万
人

に
及
ぶ
朝
鮮
半
島
の
在
留
邦
人
の

救
出
に
つ
い
て
、
政
府
に
よ
る
具

体
的
な
措
置
が
見
え
て
こ
な
い
。

そ
の
た
め
、
幸
福
実
現
党
釈
量

子
党
首
は
、
全
国
各
地
を
回
り
、

北
朝
鮮
有
事
の
警
告

や
、
政
府
へ
万
全
の

対
応
を
求
め
て
全
国

各
地
で
街
宣
を
行
っ

た（
＝
左
写
真
）。

「
２
０
０
９
年
に
私

た
ち
が
立
党
し
た
と

き
、
メ
デ
ィ
ア
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
を〝
飛
翔
体
〟と
呼
び
、
危
機

を
見
過
ご
し
て
き
た
。
そ
れ
か
ら

８
年
、
危
機
は
深
刻
化
す
る
一

方
だ
。
北
朝
鮮
の
核
兵
器
開
発
や
、

化
学
兵
器
の
製
造
に
よ
る〝
脅
し
〟

を
止
め
さ
せ
、
真
面
目
に
国
民
を

守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」と

訴
え
る
街
宣
に
足
を
止

め
る
人
も
多
く
、
街
宣

活
動
に
参
加
し
た
運
動

員
は
、「
自
分
の
命
に
係

わ
る
た
め
か
、
反
響
も

大
き
く
、『
い
ざ
ミ
サ
イ

ル
が
来
た
ら
、
ど
こ
に

逃
げ
れ
ば
い
い
の
か
』と

い
っ
た
具
体
的
な
質
問

を
多
く
の
方
か
ら
頂
く
」

と
語
る
。

ま
た
、
４
月
26
日
、

釈
党
首
は
、

内
閣
府
に

お
い
て
安

倍
首
相
宛

に「
緊
迫

化
す
る
朝

鮮
半
島
情

勢
を
受
け

万
全
の
措

置
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出

（
＝
右
写
真
）。「
国
民
の
保
護

計
画
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施

す
る
こ
と
」「
韓
国
へ
の
不
要

不
急
の
渡
航
自
粛
や
企
業
で
働

く
者
以
外
の
不
要
不
急
の
家
族

の
帰
国
を
促
す
こ
と
」「
朝
鮮

半
島
有
事
に
備
え
て
韓
国
の
在

留
邦
人
を
救
出
す
る
た
め
、
早

急
に
適
切
な
対
応
処
置
を
講
じ

る
こ
と
」等
を
要
請
し
た
。

91.3％

釈党首が街宣 & 首相宛に陳情

塩澤 康一
しおざわ こういち

幸福実現党
長野県駒ヶ根
市議会議員

「核シェルター」というと、核爆発にも耐えられる頑
丈な地下施設をイメージするかもしれないが、世界で
一般的なものは、毒物をろ過する空気清浄機を設置し
た簡易的なものだ。そうした核シェルターを常備して
いる国家は多く、アメリカで82%、お隣の韓国のソウ
ル市では３２３.２％の確保率だ。一方、日本の普及率
は0.02％と、国際的に見ても異常値だ。

シェルターは、核だけではなく、地震・津波・火災に
対する防災としても有用だ。万一の備えとして、日本
にも国際水準並みの備えが必要であろう。

①緊急時の連絡方法 ②非常用の備蓄品
●通話は、固定電話で

●携帯電話は災害用伝言サービスやメールを

※「災害用伝言板」では、携帯電話等から安否情報を登録できます。
　携帯電話番号を入力することで全国の人が確認できます。

総務省 HPの情報をもとに作成。 「内閣官房 国民保護ポータルサイト」の「武力攻撃やテロなどから身を守るために」をもとに作成。

●非常持ち出し品

●数日間を自足できる備蓄品（3日分が目安）

飲料水９リットル（３リットル×３日分）
ご飯（アルファ米※）４～５食分
ビスケット１～２箱　　板チョコ２～３枚　　缶詰２～３缶
下着２～３組
衣類　スウエット上下、セーター、フリースなど
さらに、新聞紙や大きなゴミ袋は、防寒や防水に役立ちま
すので、備えておくとよいでしょう。

携帯用飲料水
食品（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレートなど）

貴重品（預金通帳、印鑑、現金など）
パスポートや運転免許証

緊急用品　　ヘルメット、防災ずきん　　軍手（厚手の手袋）
懐中電灯　　衣類（セーター、ジャンパー類）　　下着　　毛布
携帯ラジオ・予備電池　　マッチ、ろうそく（水にぬれないようにビニールでくるむ）
使い捨てカイロ　　ウエットティッシュ　　筆記用具（ノート、えんぴつ）

災害時は、音声通話よりも、メール等のパケッ
ト通信の方がつながりやすい状況にあります。
また、安否確認などの連絡に当たっては、災害
用伝言サービスなども活用しましょう。

地震等の災害発生時には、音声通話が集
中し、電話がつながりにくくなります。東
日本大震災の発生時は、固定電話の通
信規制は比較的短時間で解除されました
が、携帯電話の通信規制は断続的に数日
間にわたり実施されました。

※アルファ米…一度炊いた米を乾燥させたもので、お湯や水で戻せる米。

家族
安心 ミサイル・災害への備え

日本の核シェルター普及率は異常値！

普段使っている物
と同じ物を用意し
ておくと便利です。


